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輸血を主に行うな医療機関：21施設

各地域の施設数は次のとおりです。

○沖縄本島医療圏

主な医療施設： 19施設

病院・診療所： 1,473施設

○宮古医療圏

主な医療施設： 1施設

病院・診療所： 46施設

○八重山医療圏

主な医療施設： 1施設

病院・診療所： 50施設

はじめに （沖縄県の概要）

沖縄本島医療圏（ 19施設 ）

八重山医療圏（ 1施設 ）

宮古医療圏（ 1施設 ）

※沖縄県令和4年医療施設調査より



はじめに （沖縄県の概要）

年度 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

総単位数 221,360 229,387 207,250 184,331 179,749 194,933 210,120 218,717 209,389 190,264

内
訳

全 血 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

赤血球 77,013 76,102 72,633 71,143 69,841 71,399 75,532 77,117 76,651 73,619

血 漿 43,527 48,313 43,578 30,827 26,991 30,230 31,009 30,983 30,971 29,226

血小板 100,820 104,972 91,039 82,361 82,917 93,304 103,579 110,617 101,767 87,419

供給本数 59,301 61,000 57,392 55,959 54,417 57,688 61,349 62,861 61,791 58,169

【管内血液供給状況年度別推移】
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〇台風とは
台風の定義 天気図

熱帯の海上で発生する低気圧を「熱帯
低気圧」と呼びますが、このうち北西太
平洋（赤道より北で東経180度より西
の領域）または南シナ海に存在し、なお
かつ低気圧域内の最大風速（10分間
平均）がおよそ17 m/s（34ノット、風力
8）以上のものを「台風」と呼びます。

台風は、通常東風が吹いている低緯度
では西に移動し、太平洋高気圧のまわり
を北上して中・高緯度に達すると、上空
の強い西風（偏西風）により速い速度で
北東へ進むなど、上空の風や台風周辺
の気圧配置の影響を受けて動きます。ま
た、台風は地球の自転の影響で北～北
西へ向かう性質を持っています。 ※国土交通省 気象庁より

平成30年（2018年）9月3日09
時の地上天気図 （非常に強い台風
第21号の中心が日本の南にある）

１．令和５年８月の台風第６号（カーヌン）



１．令和５年８月の台風第６号（カーヌン）

令和5年７月28日に発生した台風第６号は、８月２日に那覇市に最
接近後、西へ進み、東シナ海で停滞。その後、８月５日に那覇市に最
接近し、九州の西の海上を北へ進んだ。

那覇空港閉鎖４日間
（８月１日、２日、５日、６日）

災害救助法適用
（沖縄県10市９町15村）

沖縄県初の
「緊急安全確保」が発令
（８月６日 読谷村）

台風６号の寿命：14日
（台風の平均寿命：5.2日）

※ 2023年８月６日時点

※国土交通省 気象庁より

〇台風６号概要

図1 台風第６号経路図（2023年8月7日9時現在 速報値）

迷走台風
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台風６号により航空便欠航
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 有効期限は、採血後４日間
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沖縄県内の
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全便
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一部
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図2 台風６号と血小板製剤の供給状況

１．令和５年８月の台風第６号（カーヌン）
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２．台風第６号（カーヌン）時の血液センターの状況

2023/7/28  台風第６号発生

2023/7/27  学術情報・供給課 全体朝礼
 台風発生見込み情報を共有

2023/7/28  医療機関に早め発注依頼

（台風に備えRBC/FFP在庫率

 を上げるよう依頼）

2023/7/31 医療機関に発注抑制依頼

（PC 8/6以降供給

RBC/FFPは患者指定のみ）

2023/8/2 沖縄県と情報共有

2023/8/3   0:00-17:35 
  沖縄県内の血小板製剤０本

 ※  緊急搬送依頼なし

2023/8/3  台風第６号予測
 沖縄本島へUターンへ変更

2023/8/3   医療機関に発注抑制依頼
（PC 8/8以降供給

RBC/FFPは患者指定のみ）

2023/8/4  沖縄県と情報共有

2023/8/７  0:00- 10:15
  沖縄県内の血小板製剤０本
 ※  緊急依頼なし

2023/8/1  沖縄県と情報共有

2023/8/1  沖縄センター災害対策本部設
置

2023/8/6  沖縄県災害対策本部にて
 血小板製剤の輸送について協議

2023/8/3  沖縄県と情報共有

〇台風対応の時系列



分配調整

九州ブロック血液センターから沖縄センターへ血液製剤のすべて空輸で輸送している。

輸送時間・・・平均６時間

日本赤十字社 九州BBC

沖縄センター

定期便 九州BBC発 福岡空港発 那覇空港着 沖縄センター着

第１便 11：50 15：35 17：25 18：30

第２便 16：30 19：55 21：35 22：30

※航空便の発着時間は、時期によって変動。

２．台風第６号（カーヌン）時の血液センターの状況

〇沖縄センターにおける製品輸送の現状



〇航空機の欠航や遅延が決まるタイミング
台風や大雪になれば、飛行機は欠航します。
しかし、少しの風雨なら飛行できます。その基準は航空会社によって異なります。

◎飛行機は「横風」に弱い
飛行機は風に弱い乗り物です。飛んでいるときは風がどれだけ吹いていても問題ないのですが、離着陸
が問題です。強い風が吹いているときに安全に離着陸することは困難です。
強い風でも滑走路に対して向かい風なら問題は少ないのですが、横風が大問題になります。着陸直前に
横風にあおられると、翼が地面に付着して大事故になってしまうからです。そのため、強い横風が吹いて
いる場合、飛行機は離着陸できず、欠航になります。

◎「視界不良」も欠航要因に
「視界」も問題です。飛行機が着陸する際は、滑走路が上空から見えている必要があります。どのくらい
の距離で見えていれば問題がないかは空港や飛行機の装備によって異なりますが、たとえば視界がほ
ぼゼロの濃霧では、どんな機材や空港でも着陸できません。そのため、濃い霧が発生しても、やはり飛行
機は欠航になります。

◎雨や雪は程度によりけり
大雨や大雪でも飛行機は欠航になることがあります。雨が強くても風が弱ければ欠航になることはあまり
ありません。飛行機は、雨そのものには弱くないからです。
しかし、豪雨で視界が悪くなったら、欠航になることもあります。雪に関しては、滑走路の除雪が間に合わ
ない水準になると滑走路が封鎖され欠航になります。
北海道など雪国の空港は雪対応がしっかりしているので、少々の雪では欠航になりません。本州の太平
洋側の空港では、少しの雪で欠航が起きることもあります。実際のところ、雪による欠航は、雪そのものよ
り、吹雪いたりして視界が悪くなることが理由の場合が多いです。

※飛行機旅行研究所より

２．台風６号（カーヌン）時の血液センターの状況



収集

• 沖縄県（交通情報等）

• 沖縄気象台（台風の進路と勢力等）

• ANA、JAL（運航状況等）

依頼

•医療機関へ血小板製剤等の予約強化を依頼。

• 九州BBCへ、適正在庫維持するために早期の受入体制（製品化）を依頼。

調整

• 九州BBC（当日午前採血の血小板製剤の製品の早上げ）

• 九州BBC（ANA、JAL運航状況を確認しながら、輸送便を複数決定）

納品

• 医療機関からの受注（受注情報と製品の引き当て等）

• 輸送ルート、輸送手段の確認（道路、交通機関、空港・港湾損壊の確認）

２．台風第６号（カーヌン）時の血液センターの状況



〇情報収集（令和5年８月以前）

（１）航空便の運航収集

（２）気象情報の収集

民間航空会社には、沖縄センターから電話で確認。
※電話での確認時点の情報しか分からず、継続的に電話確認する必要があり、情報取得
に多くの時間を費やしている。

気象庁の台風情報はインターネットから情報を取得。
※インターネットに掲載されてからの情報分析では対策に時間を当てられない。
※気象庁以外からも気象情報を取得しているが、航空会社の運行判断に一番影響が
大きいのは気象庁の情報である。

原因

２．台風第６号（カーヌン）時の血液センターの状況



〇 情報収集（令和5年８月以降）

（１）運行状況の共有

（２）警報・注意報発令の情報共有

全日本空輸株式会社（ANA）より事前の運行状況の共有

沖縄気象台より事前に警報・注意報発令の情報共有
→九州ブロック血液センターに共有済

2023年10月１日付全日本空輸株式会社からのメール（抜粋）

インターネットに掲示される前に
情報共有あり

2023年10月2日付沖縄気象台作成「台風14号に関する説明会」（抜粋）2023年10月2日 沖縄気象台主催WEB会議参加の様子

２．台風第６号（カーヌン）時の血液センターの状況



〇 情報収集（令和5年８月以降）
（３）台風会議への参加

学術情報・供給課内及びセンター内全課で最新の情報共有をこれまで以上に密にする

（４）最新の情報共有

主に航空会社が参加する那覇航空観測所主催の台風会議への参加
→九州ブロック血液センターへ共有済

那覇空港
東風に弱い

2023年10月2日付那覇航空観測所作成「令和５年（2023年）台風14号に関する説明会」（抜粋）

学術情報・供給課 全体朝礼の様子 Teamsを利用したセンター内での情報共有

２．台風第６号（カーヌン）時の血液センターの状況



おっしょいR キャナルR 佐賀母体

検体到着12：00まで

【第１候補】通常便（２便）
ANA1217便 福岡空港19：55出発 那覇空港21：35着

【第２候補】危機管理便
JTA051便    福岡空港7:15出発  那覇空港8：55着

検体出発時間 ：
原料出発時間 ：
検体搬送
原料搬送  

製剤課 需給管理課
製品引渡 17：20

九州ブロック血液セン
ター

需給管理課
受入・梱包・引渡

17：40

天神西通りR

福岡空港
荷物引渡
18：50

久留米運送

原料到着12：45まで

検体出発時間 ：
原料出発時間 ：
検体搬送
原料搬送  

検体出発時間 ：
原料出発時間 ：
検体搬送
原料搬送  

検体出発時間 ：
原料出発時間 ：
検体搬送
原料搬送

災害時需給対策会議を開催し、下図のように、検査・製造施設から一番近い採血施設からいつ・ど
れだけの血液を確保するかの検討・実施をしております。

福岡市内の献血ルーム 佐賀県の献血ルーム

搬送も別便用意搬送も別便用意

２．台風第６号（カーヌン）時の血液センターの状況

〇九州BBC（当日午前採血の血小板製剤の製品の早上げ）
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関東甲信越ブロックからの支援

8/7(月)関東甲信越ブロックからの支援

8/4(月)
近畿ブロックからの支援

２．台風第６号（カーヌン）時の血液センターの状況

図3 血小板製剤の在庫推移
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３.台風時の沖縄県と血液センターの対応

① 血液製剤の発注

② 定時配送便

③ 患者搬送

◎緊急時に輸血が必要な場合の対応
患者の生命に関わる緊急時においては、時間的に逼迫しているため
近隣医療機関は医師の判断により、院内在庫を有する医療機関へ患者移送。

沖縄県災害対策本部

災害医療本部（保健医療部）

日本赤十字社 沖縄県支部

情報共有・連携 協議
自衛隊

災害時は患者移送が第一優先で、医薬品、
血液製剤は優先順位が低い
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収集

• 沖縄県（交通情報等）

• 沖縄気象台（台風の進路と勢力等）

• ANA、JAL（運航状況等）

依頼

• 医療機関へ血小板製剤等の予約強化を依頼。

• 九州BBCへ、適正在庫維持するために早期の受入体制（製品化）を依頼。

調整

•九州BBC（当日午前採血の血小板製剤の製品の早上げ）

• 九州BBC（ANA、JAL運航状況を確認しながら、輸送便を複数決定）

納品

• 医療機関からの受注（受注情報と製品の引き当て等）

• 輸送ルート、輸送手段の確認（道路、交通機関、空港・港湾損壊の確認）

４.台風時の医療機関との対応

〇医療機関（血小板製剤等の予約強化）



〇医療機関（血小板製剤等の予約強化）

４.台風時の医療機関との対応

医療機関 医療機関 医療機関 医療機関

電話連絡及び文書

血小板製剤は、使用の有無にかかわらず数日先まで予約するよう及
び航空便の欠航により血小板製剤の供給に支障が高い可能性のあ
る期間の輸血予定日の変更を電話連絡及び文書で依頼した。



台風前 台風 ※飛行機２日間欠航の場合

1便 3便2便

在庫調整
10：00

予約

在庫推移

〇九州BBC（当日午前採血の血小板製剤の製品の早上げ）

早上げPC
最終便 分配

（0：00）

分配 予約

1便 3便2便 1便 3便2便

期限切れ

×

医療機関へ血小板製剤等の予約強化を依頼

４.台風時の医療機関との対応
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〇現状・課題

血小板製剤の在庫が０本になった事態は沖縄県内で重く受け止められ、テレビニュース
及び県議会の質問で取り上げられた。

（参照）NHK 沖縄NEWS WEB 台風で血液製剤が届かない！現場の苦闘は
https://www3.nhk.or.jp/lnews/okinawa/20230912/5090024947.html
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〇 現状・課題

2023年10月２日 沖縄県議会 一般質問

課題 血小板製剤在庫が０本になる事態をいかに回避するか

（参照）YouTube [一般質問] 下地康教 令和五年第３回沖縄県議会９月定例会
https://www.youtube.com/watch?v=IoweJ7xg7p0&t=2726s

（質問要旨）
離島における台風の影響による血液製剤

不足について聞きたい

（答）
【県保健医療部 糸数 公 部長】
沖縄県赤十字血液センターに確認したところ、

台風の接近により血液製剤不足が見込まれる
場合、県内各航空会社からの欠航情報の早期の
情報収集や九州ブロック以外からの輸送等の対
応を行うとのことです。
また、離島の医療機関では、事前に在庫量を増

やすことや緊急時以外の手術を延期する等
の対応を行っているとことです。
県としましては、同センター及び血液製剤を

使用する離島医療機関と在庫管理・確保計画等
の情報共有を図りながら連携して離島の血液製
剤の確保に努めてまいります。
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〇問題点の分析

（１）最大の問題点

（２）その他の問題点

島嶼県である沖縄県に血小板製剤を搬送する手段が航空便しかない。

血液製剤の搬送手段は航空便しかない為、航空便の欠航を航空会社の欠航
情報発表前に予測する必要がある。
しかし、航空会社へ電話で確認をとるしか出来ず、沖縄気象台の情報も
インターネットから取得するしかない。

航空便の欠航状況を予測する情報収集が難しい問題点

→血液事業本部 タスクフォース設置
（搬送以外の対策）

→九州ブロック血液センター 危機管理強化委員会設置
   （搬送を中心とした対策）
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5.現在の対応

〇 搬送以外の対策

厚生労働科学研究事業：『緊急時における有効期間を超えた血小板製剤の使用
のための体制構築に係る研究』

※台⾵で有効期限⾎⼩板が枯渇した際に細菌スクリーニングを⾏った有効期間を超えた⾎⼩板製剤
の輸⾎を救命のために実施する。

2日間以内の航空機の欠航予想

通常よりも多く・期限の長い製剤の送付
・血小板： 当日採血分の検査・製造・送付・赤血球製剤：
通常よりも多くの製剤送付

2日以上の航空機の欠航予想

緊急用血小板の用意
厚生労働科学研究事業に基づき、採血後3日目の血小板
製剤からサンプリングし、細菌培養検査を実施
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九州ブ

ロック血

液セン

ター

• 気象情報（台風）に基づき、通常（20～30 本）よりも多く、血小板製剤（30～５０本

を分配（そのうち１０本程度緊急用として使用）

沖縄県赤

十字血液

センター

沖縄赤十

字病院

• 「緊急用血小板の細菌培養検査フローチャート」基づき、細菌培養試験実施、終了

後、沖縄C に連絡

沖縄県赤

十字血液

センター

• 沖縄HP からの連絡に基づき、試験結果と血液の受け取り、区分保管（採血後 6

日まで）

沖縄県内

医療機関

• 沖縄C から研究事業用血液準備が整った旨の連絡に基づき、緊急的な使用が必

要な場合に輸血実施

採血から3 日経過の血小板製剤

〇緊急用血小板の流れ
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③ 緊急血小板の発注

② 緊急血小板確保の連絡
④ 緊急時に医療機関に血小板製剤を融
通する（血液センターで供給）

沖縄赤十字病院

③ 緊急血小板の発注

細菌培養検査

① 細菌培養検査依頼

緊急用血小板の
数量目安

通常時の検査・製造施設への分配数（20～30本程度）を基本
に、台風発生時、通常時よりも多く血小板製剤を（35本～50
本）多く分配。うち、5～10本／回*を緊急用血小板の調整可
能本数とする。
*1回で細菌培養検査実施施設に依頼する数量

※5～10本を緊
急用血小板の
調整可能本数

〇『緊急時における有効期間を超えた血小板製剤の使用のための
体制構築に係る研究』
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⚫ 日赤本社内に、専門のタスクフォースを設置して、中・長期的に、
施設の整備や他実現可能性のある対応を検討を進めております。

（また、日赤本社では、厚生労働省とも継続的に相談を続けております。）

⚫ 製造所を改めて設置すべきではないかというご意見も頂戴して
おりますので、その点を含め、継続検討しております。

〇今後は、包括的な検討

沖縄県赤十字血液センターでは、
沖縄県は、島嶼県であるため災害が発生すると
近県からの支援を受けることは容易ではない。
よって、日ごろから危機管理の意識を高めて取り
組んでおります。



ご清聴ありがとう
ございました。
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